
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度におけるハローワークのマッチング機能に関する 

業務の総合評価結果を公表します 

 

厚生労働省では、雇用対策の基軸となるハローワークのマッチング機能の強化につ

いて、中長期的な就職支援機能を高めるため、職員の資質向上や継続的な業務改善の

取組を行っています。 

平成 27年度から、業務の質に係る指標、地域の重点課題に関する指標等を設定し、

マッチング機能に関する業務の総合評価を実施することにより、各ハローワークの取

組の強みや弱みを見える化した上で業務改善を実施しています。 

この度、令和元年度の愛媛労働局管下８箇所のハローワークごとの総合評価

結果を取りまとめましたので、「就職支援業務報告」により公表します。 

 

【照会先】 

愛媛労働局職業安定部職業安定課 

課      長  豊 田 仁 志 

地方職業安定監察官   中 山 圭 二 

課 長 補 佐  松 友 庸 治 

電  話  089-943-5221 

愛媛労働局 Press Release 

愛 媛 労 働 局 発 表 

令和２年１０月２８日（水） 
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ハローワーク松山 就職支援業務報告（令和元年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

 

☆ 雇用情勢の改善傾向が続き事業所の人手不足が依然著しい状況であったため、求人充足支援として、人材確保対策コーナー対象業種

を中心とした「就職説明面接会」の定期的な開催に取り組みました。 

就職説明面接会開催にあたっては、事前に担当者が参加事業所を訪問し、会社概要や仕事内容、現場の写真など収集した情報を共有す

るとともに、ＤＭや相談窓口での誘導、開催案内の所内掲示、リーフレットの配置、求人情報端末での周知、求人情報紙巻末に就活応援

情報としての掲載を行い、広く求職者に周知を図りました。 

    ＜実 績＞ 

年間開催回数 ３２回（うち介護関係１５回、人材確保対策（福祉以外）１３回、その他１０回） 

      紹介件数   １０９件（うち介護関係２８件、人材確保対策（福祉以外）７５件、その他 ６件） 

      就職件数    ３９件（うち介護関係１１件、人材確保対策（福祉以外）２６件、その他 ２件） 

  

 

☆ ハローワークシステム刷新（31 システム刷新）が予定され、利用者対応等業務の流れが大きく変わることとなるため、求人・求職者

に対する周知や来所者の動向が変わることに対し、所内レイアウト・窓口体制の見直し、職員の刷新概要の習熟度を早期に高めることに

取り組みました。 

＜主な内容＞ 

      ・求人・求職受理の流れの見直し、求人掲示、求人情報掲載方法の変更 

・求人・求職者への周知広報、関係機関に対する説明会の実施 

・端末配置・所内レイアウト、職員配置等窓口体制の変更 

・職員の習熟度の向上（本省・局実施研修出席、所内研修実施） 
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（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

31 システム刷新概要について、事業所・求職者・管内自治体・関係団体等へ周知するとともに、利用者サービスの低下にならないよ

う、端末配置変更、個別面談が行えるブース設置、待合スペース拡張、フロアナビ配置等見直しを行いました。 

また、窓口の混雑解消を図るため、求人情報検索や求職仮登録を来所者のスマートフォンから行えるよう、１・２階フロアに通信無料 

の無線ＬＡＮシステムを設置し、求職者担当者制専門窓口での予約相談の利用を高めるために「職業相談予約カード」の積極的な活用に

取り組み、円滑なシステム移行に努めました。 

 

（３）今年度見えてきた課題とそれを踏まえた今後のサービス・業務改善の取組について 

31 システム刷新後の新たな機能・利便性をより一層周知し、オンライン化された効果を十分生かし、ハローワークの利用促進に繋げ

ることに努める必要があります。 

＜主な内容＞ 

     ・求人、求職者マイページの活用促進（来所しなくても利用できること（メリット）の周知） 

     ・在職中の求職者、高齢者等へのシステム操作説明 

     ・真に利用（来所相談）を求めている方への相談機能の充実 等  

 

（４）その他業務運営についての分析等 

年度当初（４・５月）において、スピード感を持った対応を円滑に進めるため、通常期とは別に繁忙期対策を策定し、窓口状況に応じ  

た体制に切り替え、利用者へのサービス向上を図りました。 

また、31 システム刷新、雇用保険追加給付、新型コロナウイルス感染症防止等、緊急的に求められた業務に対して、所内レイアウト・

端末設置場所変更、応援体制を構築し円滑な業務処理体制の確保に努めました。 

 

 
 

２ 総合評価（※） 
※  業務量や業務の特徴などが同じようなハローワークとの比較による評価 

 

標準的な成果 
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３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 

 

充足件数 

（受理地） 

雇用保険受

給者早期再

就職件数 

求人に対する 

紹介率 

求職者に対

する紹介率 

障害者の

就職件数 

公的職業訓練

修了３か月後の

就職件数 

正社員求人

数 

正社員就

職件数 

マザーズハローワ

ーク事業における

担当者制による

就職支援を受け

た重点支援対象

者の就職率 

 

 

人材不足分

野の就職件

数 

 

生涯現役支

援窓口での

65 歳以上の

就職件数 

実績 ７､３８３ ７､８４６ ３､１４２ ３４．０％ ４４．８％ ６２７ ６１３ ３０､４５２ ３､９６９ ９６．３％ ２､２９８ １６８ 

目標 ８､１３３ ８､３８１ ２､９７４ ３７．３％ ４７．８％ ７００ ４８４ ３２､２０４ ４､４２９ ９２．７％ ２､３９９ １５６ 

目標達成率 ９０％ ９３％ １０５％ ９１％ ９３％ ８９％ １２６％ ９４％ ８９％ １０３％ ９５％ １０７％ 

※ 「目標達成率」は年度当初に設定した目標値に対する達成率 
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ハローワーク今治 就職支援業務報告（令和元年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

 ハローワーク今治では、人手不足分野における産業への求人充足を重要事項とし、企業と求職者とのミニ面接会の開催に努めたほか、 

今治地区産業雇用促進協議会と共催で合同就職面接会を開催するに当たり、今治市広報誌による幅広い周知など、求職者に対する情報発 

信にも積極的に取り組みました。 

主な結果として、令和元年 10 月の合同就職面接会では、参加企業 37 社、参加求職者 36 人、面接 35 件、就職件数７件でした。また、 

11 月の介護就職面接会は、参加企業 10 社、参加求職者 14 人、面接 22 件、就職件数４件となりましたが、人手不足の状況下、参加企業 

からは継続開催の要望が寄せられました。 

その他、当所職員の人材育成を図る観点から、職業相談業務におけるポイント等の研修を５回開催するなど、窓口担当者の職業相談ノ 

  ウハウの向上に努めました。 

 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

ハローワーク今治の庁舎は、手狭で掲示スペースも限られておりますが、利用者の方々に対し、求人情報をはじめとした事業所関連の情 

報を効果的に発信するため、１階の急募求人コーナー横にピックアップ求人コーナーを新設し、お勧め求人情報を掲示しました。 

また、庁舎入口の正面には、就職支援セミナーや管理選考等の情報を集約するなど、ＰＲ情報等の掲示方法を見直し、情報発信の充実 

を図りました。 

 

（３）今年度見えてきた課題とそれを踏まえた今後のサービス・業務改善の取組について 

   ハローワークの日常業務で使用している、ハローワークシステムが令和２年１月に刷新された後は、求人検索や新規受付時の窓口混雑

も見受けられるため、利用者への適切な案内・誘導と積極的な声掛けにより、初めて来所された方でも安心して利用できるよう、窓口サ

ービスの充実に努めて参ります。 

また、新型コロナウイルス感染症による雇用への影響を注視しながら、職業相談・職業紹介・雇用保険・助成金の業務全般において、企

業・求職者の各種ニーズ等を踏まえた対応を心掛けます。 
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（４）その他業務運営についての分析等 

   引き続き、求人企業に対し、雇用管理の改善や働き方改革の推進による労働生産性の向上を働き掛けるなど、魅力ある求人、職場環境

づくりの必要性を周知して参ります。 

 

 

２ 総合評価（※） 
※  業務量や業務の特徴などが同じようなハローワークとの比較による評価 

３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 

 

充足件数 

（受理地） 

雇用保険受給者 

早期再就職件数 

（２月末現在） 

求人に対する 

紹介率 

求職者に対する

紹介率 

⑤公的職業訓

練の修了３か月

後の就職状況 

⑥マザーズハロ

ーワーク事業に

おける担当者制

による就職支援

を受けた重点支

援対象者の就

職率 

⑦正社員求人

数（必須指標） 

⑧正社員就職

件数（必須指

標） 

実績   ２，４９５  ２，３４１    ６６０   ３５．６％   ５１．３％    １１７   １１３．９％   ８，２１０   １，２８４ 

目標   ２，５５０   ２，３６０    ７３２   ３８．２％   ５０．７％     ８９    ９２．７％   ８，７７７   １，２９６ 

目標達成率    ９７%   ９９%    ９０%   ９３％   １０１％   １３１%   １２２％    ９３%    ９９% 

※ 「目標達成率」は年度当初に設定した目標値に対する達成率 
 
  

標準的な成果 
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ハローワーク八幡浜 就職支援業務報告（令和元年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

① 各指標に対する取組 

当所では、有効求職者（令和２年３月末現在）のうち、４５歳以上が６３．１％、５５歳以上が３７．１％と中高年齢者の割合が高くな

っており、シニア世代に特化した再就職支援を最重要と考え、特に重点的に進めることとし、「シニア世代応募歓迎求人」の所内掲示、シ

ニア世代に特化した求人情報誌の発行に加え、求人の年齢要件の撤廃、助成金の利用促進、定年制度等の見直しに係る周知・啓発用リーフ

レットを作成するほか、シニア世代限定の会社説明会・面接会の開催等に取り組みました。 

シニア世代限定の会社説明会・面接会は参加企業数１０社、参加求職者４８名、紹介件数７件、就職数４件となり、シニア世代の応募機

会の拡大につながり、就職促進に効果的であったと思われ、今後ともこの取組を確実に実施していきます。 

また、リーフレットによる年齢要件の撤廃及び定年制度等の見直しについての周知・啓発については、若年層の採用に固執する傾向が依

然として強く、即効性はありませんが、管内の状況を知っていただくことで、今後の採用方針や継続的に人材を確保するために何が必要か

を知っていただく契機となりました。 

 

② 中長期的な職員の資質向上に向けた取組 

 当所では、職員・相談員の資質向上を図るため、管内の事業所訪問を積極的に実施しており、職員自身が実際の作業内容を把握し、より

具体的な求人内容等を求職者に情報提供することにより、求職者と求人者の効果的なマッチングに努めています。 

また、労働局が開催するキャリアコンサルタント研修に職員を積極的に出席させ、知識の習得・職業相談技法等の向上に努めました。 

 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

   医療・福祉、建設、運輸等の人手不足分野の求人充足が進んでいないことから、人材不足分野の求人を中心に求人充足会議等で検討を

行い、求人条件緩和指導や求職者への情報提供（ＤＭ送付など）を行うなど、積極的なマッチングを図るとともに、求人事業所の画像情

報や会社案内リーフレット等を収集し、玄関ホールの「事業所情報コーナー」に求人票とともに掲示しているほか、条件緩和求人につい

ては変更箇所をポップ等で強調表示し、「リフレッシュ求人コーナー」に掲示するなど、求人者サービスに取り組みました。 
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（３）今年度見えてきた課題とそれを踏まえた今後のサービス・業務改善の取組について 

当所管内の一番の人手不足分野である医療・福祉分野のマッチングを図るため、「介護ビデオ上映会」を月１回、「介護就職デイ」に係る

面接会を年１回開催していますが、今後はその他の人手不足分野である建設・運輸・警備分野においても、「ミニ会社説明会・面接会」を

定期的に開催することとしている。併せて、当該分野の潜在求職者の掘り起こしや職種転換の助言等により求職者の確保を図るとともに、

事業所に対し中高年齢者や女性の積極的な活用について働きかけを行うこととします。 

 

（４）その他業務運営についての分析等 

   令和元年６月１日現在の管内民間企業の障害者実雇用率は２．５３倍、雇用率達成企業割合は５５．３％と、愛媛県平均を上回ってい

るものの、障害者０人雇用企業が多いなど、大きくは改善されていない状況であり、そのため、所長と障害者担当が未達成企業・自治体

を訪問し、求職者情報、他社の障害者雇用の好事例、各種支援策等の情報提供を行うとともに、関係機関と連携の上、職務の切り出し等

の助言・指導、障害求職者の積極的な紹介等を行い、雇用率の早期達成に向け理解を求めることとします。 

 

 

２ 総合評価（※） 
※  業務量や業務の特徴などが同じようなハローワークとの比較による評価 

３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 

 

充足件数 

（受理地） 

雇用保険受給者

早期再就職件数 

求人に対す

る紹介率 

求職者に対

する紹介率 

正社員求人

数 

正社員就職

件数 

公的職業訓

練修了 3 か

月後の就職

件数 

実績 1,194 1,039 252 37.7% 57.8% 2,663 552 4１ 

目標  1,130  1,060  256  41.7%  60.3%  2,646 492  28 

目標達成率  105%  98% 98%  90%  95% 100% 112%  146% 

※ 「目標達成率」は年度当初に設定した目標値に対する達成率 
 

標準的な成果 
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ハローワーク宇和島 就職支援業務報告（令和元年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

① 各指標に対する取組 

当所では、就職件数、充足件数の目標達成を最重要と考え、求職者担当者制による支援、能動的な求人充足会議の開催、正社員求人化

の働きかけや求人条件緩和に向けた助言・指導、雇用保険受給者の早期再就職意欲の喚起などの取組を行いました。 

特に、求職者担当者制では登録者の確保に努め、積極的な求人情報の提供、能動的なマッチングを行った結果、登録者数 587 名、就 

職者数 422 名、就職率 72％と高い就職率を上げることが出来ました。 

また、雇用保険受給者の早期再就職については、再就職手当の支給予定額を個別に試算したリーフレットを雇用保険受給者説明会に手

交の上説明することで、早期再就職意欲の喚起に努めました。 

しかし結果は、就職件数が 1,580 件で達成率 94％、充足件数が 1,401 件で達成率 90％といずれも目標を達成することは出来ませんで

した。 

原因としては、新規求職者の方が連年減少（平成 23 年度から８年連続して減少し、トータル 42％の減少）したこと、および平成 30 

年７月の西日本豪雨災害により、災害救助法対象地域に宇和島市が指定されたことから、雇用保険の給付制限が３ヶ月から１ヶ月に短縮

され、令和元年 11 月まで継続されたことなどが一因と考えられます。 

今後は来所者へのサービスの向上を第一に考え、気軽に窓口で相談していただけるハローワークを目指します。 

② 中長期的な職員の資質向上に向けた取組 

    当所では、中長期的な職員の育成を図る観点から、ＰＤＣＡサイクルを全職員に浸透させるべく、業務日報を毎日作成の上供覧する

とともに、毎月の職員会議において現在の状況分析、今後取り組むべき課題等の共有に努めています。 

また、統括職業指導官を中心として適宜業間研修等を行うことなどにより、職員の資質向上に努めています。 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

ハローワークで掲示している求人票について、充足率を高めるため、求人票記載内容のうち求職者の方にとってメリットがあると思わ

れる情報部分をカラーで POP 化することによりアピール強化を図り、より関心を持ってもらえるよう取組を行いました。 

また、高年齢層の求職者が多いため、事業主の方へ 60 歳以上の求職者の積極的な採用を勧奨するためのリーフレットを作成し、高年齢

の求職者の方が増加していることを説明するとともに、助成金等の利用勧奨に活用しています。 
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（３）今年度見えてきた課題とそれを踏まえた今後のサービス・業務改善の取組について 

連続して新規求職者が減少している中、就職者数を確保するためには、いかに窓口で相談してもらうかということに関わってくるため、

求人検索後の相談につなげるために、求職者の方が相談したい内容にマルを付けて受付に提出する「サポートカード」を求人情報検索機

に設置する試みを開始しました。 

また、求人情報の検索に不慣れな求職者の方に最新の求人情報を提供するため、前日に受理した求人の一覧表を作成し、直近の数日 分

を受付で配付しています。 

（４）その他業務運営についての分析等 

当所の新規求職者数は平成 23 年度の 6,559 名をピークとして、年々減少しており令和元年度は 3,809 名と８年間で▲2,750 名、▲41.9％

の大幅な減少となり、令和元年度の１年間では前年度比▲164 名、▲4.1％の減少となりました。 

一方、高年齢者求職者（55 歳以上）の比率は年々上昇し、平成 23 年度の 22.7％から令和元年度は 34.7％と全体の３分の１を超える状

況になっています。 

こうした状況を踏まえた上で就職者数、充足件数の確保のため、分かりやすい求人情報の提供や掲示、求人情報を検索される方に対 す

る相談窓口への誘導などに力を入れると共に、求職者担当者制への積極的な登録及び個別就職支援、就職支援セミナーの受講勧奨、魅力あ

る求人の確保及び求人者担当者制による求人充足などに取り組みたいと思います。 

 

２ 総合評価（※） 

※ 業務量や業務の特徴などが同じようなハローワークとの比較による評価 

３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 

 

充足件数 

（受理地） 

雇用保険受給者

早期再就職件数 

求人に対す

る紹介率 

求職者に対

する紹介率 

正社員求人

数 

正社員就職

件数 

生活保護受

給者等の就

職件数 

実績   １，５８０   １，４０１   ３５５ ３５．９％  ５５．２％   ３，４５４   ６９４    ５６ 

目標   １，６８０   １，５４５  ４０６  ３７．８％  ５５．９％   ３，４２０   ７１２    ４７ 

目標達成率    ９４％    ９０％   ８７％  ９４％    ９８％   １００％   ９７％  １１９％ 

※ 「目標達成率」は年度当初に設定した目標値に対する達成率 

標準的な成果 
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ハローワーク新居浜 就職支援業務報告（令和元年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

① 各指標に対する取組 

〇 就職件数については、求職者担当者制を実施し統括官が随時各担当者の支援状況について助言を行うとともに、目標に対する進捗管理を

行い対象者の早期再就職の支援を行いました。 
  また、雇用保険説明会後にミニ会社説明会やミニ面接会を定期的に開催するとともに、作業風景などの画像情報をセットにした求人票を

掲示し、求職者の応募意欲を喚起する取組を行いました。 
〇 充足件数については、求人充足検討会議において簡潔で分かり易い表現の工夫や求人条件の緩和ポイントを協議し、求人内容の充実に取

り組みました。また、会議後は対象求人の中から事業所を選定して事業所見学を行い、求人票に記載されている内容以上の情報についても

把握することに取り組みました。 
〇 雇用保険受給者の早期再就職件数については、求職者担当者制対象の受給者は、比較的相談者の少ない午後に来所時間を設定するととも

に、失業認定手続き後に職業相談を行い、相談時間を十分に確保し相談内容の充実に努めました。 

② 中長期的な職員の資質向上に向けた取組 

〇 求人充足検討会議では、部門を異にした職員、相談員のグループ構成とし、それぞれの部門のベテラン職員から若手職員や経験の浅い相

談員に対して、地域の産業の特徴や職種ごとの求人内容のポイントなどについて助言を行うことにより、職業相談における資質の向上に取

り組みました。 
〇 職業相談を行う上で必要な労働基準法や厚生年金・健康保険法の基礎知識を身に付けるため、労働基準監督署や年金事務所に講師を依頼

して、職員、相談員に対する研修会を開催しました。 
（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

〇 高年齢求職者の割合が上昇していることから、「シニア応援求人コーナー」を設置するとともに、高年齢者向けの求人を取りまとめた「シ

ニア応援求人ファイル」を同コーナー及び雇用保険課の待合スペースに配置しました。 
〇 「急募求人コーナー」を雇用保険課の待合スペースに増設して、雇用保険手続の待時間に緊要度の高い求人を閲覧できるようにしました。 
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（３）今年度見えてきた課題とそれを踏まえた今後のサービス・業務改善の取組について 

〇 新規求職者全体は減少していますが、年齢層別にみると中高年の求職者の割合は上昇しています。一方、若年求職者の中でも就職に至るま

での課題が多く援助を必要とする求職者が増加しています。 
このため、双方向の求職者担当者制の充実を図り、マッチング精度が高まるよう個別求人開拓や職員等が同行した事業所見学を実施するな

ど手厚い個別支援に取り組むこととします。 
（４）その他業務運営についての分析等 

〇 新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、管内の雇用失業情勢は企業活動の縮小など不透明感はあるものの、令和元年度の管内の平均

有効求人倍率は 1.99 倍と高水準で推移しています。 
このため、雇用対策協定を締結している新居浜市とも連携をして、企業情報の収集や合同企業説明会の開催により、「ものづくり産業」を

はじめとする人手不足産業の人材確保に努めることとします。 

２ 総合評価（※） 

※  業務量や業務の特徴などが同じようなハローワークとの比較による評価 

３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 

 

充足件数 

（受理地） 

雇用保険受給者

早期再就職件数 

求人に対する

紹介率 

求職者に対する

紹介率 

学卒ジョブサポーターの支

援による正社員就職件数 

マザーズハローワーク事業に

おける担当者制による就職支

援を受けた重点支援対象者の

就職率 

正社員求人数 正社員就職件数 

実績 1，719 1，683 587 33.5 53.9 187 99.0 5，980 867 

目標 1，720 1，635 466 35.5 56.8 184 92.7 5，907 925 

目標達成率 99％ 102％ 125％ 94％ 94％ 101％ 106％ 101％ 93％ 

※ 「目標達成率」は年度当初に設定した目標値に対する達成率 
 
  

 良好な成果 
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ハローワーク西条 就職支援業務報告（令和元年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

① 各指標に対する取組 

当所では、就職件数（常用）及び雇用保険受給者の早期再就職件数の目標達成を最重要と考え、重点的に進めることとし、ハローワ

ークに来所した一般求職者及び雇用保険の認定日等に来所した求職者に対し、お一人お一人のご希望に合った求人情報を積極的に提供

することに力を入れました。雇用保険受給者に対しては、早期再就職した場合に支給される再就職手当について職業相談窓口でも説明

することにより、就職意欲を喚起しました。また、就職支援セミナーへの参加勧奨や、応募書類の点検の実施により採用の確率を高め

る取組を行っており、求職者からは応募に際し、履歴書の作成や、面接での受け答えの参考となったと好評価を得ています。 

その結果、雇用保険受給者の早期再就職件数は、目標を上回る５３９件の実績を残すことができました。しかし、就職件数（常用）

については、求職者の減少及び高齢化が進んでいるため、目標を達成することができませんでした。 

  

② 中長期的な職員の資質向上に向けた取組 

職員の知識習得、資質向上に向けた取組として、職員研修を８回実施し、職業紹介の技法や、専門知識習得のため、労働基準法や雇

用保険法についての研修を実施し知識を深めることができました。これにより、求職者や事業主に対し、効果的なアドバイスを行うこ

とができました。 

 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

求職者の事業所理解や仕事内容理解を促進するため、新たに事業所情報ファイルを作成し、事業所や作業風景写真など事業所に関する

各種情報を収集し、自由に見てもらうことにより、求職者が応募しやすくなるよう工夫を行いました。 

 

（３）今年度見えてきた課題とそれを踏まえた今後のサービス・業務改善の取組について 

就職支援セミナーの参加率は 88.8％と高い水準を維持することができましたが、職業紹介件数を増やすことはできませんでした。令和

元年度は、前年に比べ新規求職者数の減少傾向は落ち着きましたが、45 歳未満の若年求職者が減少し、55 歳以上の高齢求職者が増加して

います。この現状を認識し、求職者が求めている情報・アドバイスを効果的に提供することによりマッチング力を強化し、ハローワークの

信頼性向上に努め、若い求職者も利用しやすいハローワークを目指し就職件数の増加へとつなげることとします。 



13 

 

（４）その他業務運営についての分析等 

   令和元年度は、人手不足感は依然として強く、事業所の求人方法の多様化が進んだことから正社員求人数は目標を下回り、正社員就職

件数も目標を達成することができませんでした。今後は、求人開拓及び求人条件の改善指導により正社員求人の確保に努めます。 

 

 

２ 総合評価（※） 
※  業務量や業務の特徴などが同じようなハローワークとの比較による評価 

３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 

 

充足件数 

（受理地） 

雇用保険受給者 

早期再就職件数 

求人に対する 

紹介率 

求職者に対する

紹介率 

生活保護受給者

等の就職件数 
正社員求人数 正社員就職件数 

実績 １，４９７ １，３５７ ５３９ ３５．８％ ５３．６％ ６８ ３，９２６ ７３６ 

目標 １，５７０ １，４００ ４５１  ３７．５％ ５７．４％  ４４  ４，５１８ ８１９ 

目標達成率 ９５％ ９６％ １１９％  ９５％ ９３％  １５４％  ８６％ ８９％ 

※ 「目標達成率」は年度当初に設定した目標値に対する達成率 
 
  

標準的な成果 
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ハローワーク四国中央 就職支援業務報告（令和元年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

① 各指標に対する取組 

当所では、就職件数の目標達成を最重要として考え、求職者担当者制を活用した対象者支援を行い、特に雇用保険受給者で正社員希望

が強い求職者を対象として計画的に実施したことにより、目標を上回ることができました。雇用保険受給者の早期再就職件数について

は、４６９件となり、目標値３８６件を上回っています。また、窓口で、履歴書等応募書類の添削指導を積極的に PR し、相談時に勧奨

したことで、多くの求職者がこれを利用したことも就職件数の増加に寄与したと考えています。  

 

② 中長期的な職員の資質向上に向けた取組 

    当所では、中長期的な職員の育成を図る観点及び職員の業務上必要な知識の向上のために、統括職業指導官が講師を務め需給調整に

関する研修を実施しました。さらに、外部講師を招いて、メンタルヘルスに関する研修を開催しました。 

 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

   ハローワークへ来所された方へ一層の利用促進を図るために、ハローワークの月ごとの行事（セミナー、面接会等）が一目でわかる行

事カレンダーを庁内に掲示したほか、所内案内掲示の見直し、統一化を進めるとともに分かり易い掲示に努め、新規求職者の登録と相談

窓口の利用促進に努めました。 

 

（３）今年度見えてきた課題とそれを踏まえた今後のサービス・業務改善の取組について 

   求職者へのサービスとしての案内表示や履歴書等応募書類の添削指導については、引き続き充実を図り、さらに今後は、求人者、事業

主に対して、助成金制度をはじめとする各種支援制度の活用促進を図ることができるよう、職員の専門性の向上に取り組むこととします。 

 

（４）その他業務運営についての分析等 

   新型コロナウイルスの影響により、企業の生産活動が縮小される中で、求人の減少が見込まれると予想されますが、正確で分かり易い

求人票を作成し、求人票では分かりにくい情報の積極的な発信を行うこととします。同時に、突然の離職という事態に遭遇する求職者も

増加すると考えられるので、正確な求職者ニーズの把握に努め、マッチング業務を進めていくこととします。 
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２ 総合評価（※） 
※  業務量や業務の特徴などが同じようなハローワークとの比較による評価 

 

３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 

 

充足件数 

（受理地） 

雇用保険受

給者早期再

就職件数 

求人に対す

る紹介率 

求職者に対

する紹介率 

生活保護受

給者の就職

件数 

正社員求人

数 

正社員就職

件数 

  

実績 １，５６８ １，６２０ ４６９ ４１．８％ ５４．７％ ８９ ４，７１１ ９０５   

目標 １，４４５ １，５０５ ３８６ ４１．９％ ５７．９％ ４４ ４，９０５ ８３０   

目標達成率 １０８％ １０７％ １２１％ ９９％    ９４％ ２０２％ ９６％ １０９％   

※ 「目標達成率」は年度当初に設定した目標値に対する達成率 
 
  

良好な成果 
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ハローワーク大洲 就職支援業務報告（令和元年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

管内の事業所のことをよく理解し、求人票に記載のない事項（事業所の雰囲気や就労環境等）についても理解するため、「職員による事

業所訪問」を重要視し、新型コロナウイルスによる影響が出始めた令和２年１月までについては計画的に訪問することができました。 

事業所訪問は、求人票以上の事業所情報を積極的に収集し、より精度の高いマッチング機能の強化を図ることを目的として行い、令和元

年度は 27 事業所に対して実施し、個々の事業所の労働環境等の実態を把握することができました。 

その結果、年間の目標就職件数 1,000 件に対して、1,021 件の就職につながりました。 

 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

   有効な取り組みとして、雇用保険受給者に係る認定日の全員相談に際しては、事前に希望条件に見合う求人票やイベント情報等を用意

の上、情報提供して相談に活かすことにより、就職意欲の喚起につながりました。 

   その結果、令和元年度の雇用保険受給者に対する紹介率は 106.4％（対前年比 20.5 ポイント増）となり、その結果として雇用保険受給

者の就職率は 64.0％となり、前年に比べ 16.2 ポイント伸ばすことができました。 

 

（３）今年度見えてきた課題とそれを踏まえた今後のサービス・業務改善の取組について 

   求職者に対する紹介率は目標を上回ったものの、求人に対する紹介率は目標を下回る結果となりました。 

   求人者より求人の内容を詳しく聞き取り、求人の魅力を高めることで求人に対する紹介率を高めていきたいと考えています。 

 

（４）その他業務運営についての分析等 

   令和２年３月より新型コロナウイルスの影響が顕著となり、雇用の維持について公的機関や金融機関等の関係団体とより連携を深めて

まいります。 

   なお、地方公共団体等に対しては、従前から、所長による定期的な管内雇用情勢の説明、ハローワーク求人情報一覧の提供、ハローワ

ーク利用ガイドの配置依頼などの取組により連携強化に努めており、今後においても、更に連携した就職支援に取り組んでいくこととし

ます。  
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２ 総合評価（※） 
※ 業務量や業務の特徴などが同じようなハローワークとの比較による評価 

 
 

３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 

 

充足件数 

（受理地） 

雇用保険受給者 

早期再就職件数 

求人に対する 

紹介率 

求職者に対する

紹介率 

②障害者の 

就職件数 

⑦正社員 

求人数 

⑧正社員 

就職件数 
所で選択 

して記載 

所で選択 

して記載 

実績  1,021 851 292 40.9% 60.7% 71 2,110 507   

目標  1,000 910 246 45.8% 60.2% 61 2,159 478     

目標達成率  102% 93% 118% 89% 100% 116% 97% 106%     

※ 「目標達成率」は年度当初に設定した目標値に対する達成率 
 
 
 

標準的な成果 


